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10
月
の
終
わ
り
に
続
い
た
晴
天
の
お
陰
で

し
ょ
う
か
、
放
射
冷
却
に
よ
り
朝
晩
は
め
っ
き

り
冷
え
込
み
ス
ッ
カ
リ
と
秋
ら
し
い
空
気
感
を

感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

先
日
、
４
年
振
り
に
開
催
さ
れ
た
地
区
の
運

動
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
少
し
前
に
あ
っ

た
娘
の
運
動
会
で
は
学
年
毎
に
時
間
が
決
め
ら

れ
て
お
り
父
兄
の
入
場
制
限
が
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
地
区
の
運
動
会
は
老
若
男
女
入
り
乱
れ
て

全
員
参
加
の
競
技
も
あ
り
昔
な
が
ら
の
大
運
動

会
然
と
し
て
お
り
ま
し
た
。
主
に
参
加
す
る
の

は
小
学
生
が
い
る
家
庭
で
し
た
が
、
祖
父
母
ら

の
参
加
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
パ
ン
食
い
競
走
、

風
船
割
り
、
ソ
ー
ダ
早
飲
み
大
会
な
ど
趣
向
を

凝
ら
し
た
競
技
が
目
白
押
し
で
昼
休
み
に
は
大

分
市
の
小
学
生
～
高
校
生
の
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン

グ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
シ
ョ
ー
。
終

盤
に
行
わ
れ
た
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
バ
ト
ン

を
つ
な
ぐ
各
地
区
の
代
表
者
に
よ
る
リ
レ
ー
は

大
い
に
盛
り
上
が
り
秋
晴
れ
の
一
日
が
暮
れ
て

い
き
ま
し
た
。
令
和
の
時
代
に
何
と
も
昭
和
感

溢
れ
た
運
動
会
を
平
成
生
ま
れ
の
娘
と
一
緒
に

参
加
し
て
時
代
が
移
り
変
わ
っ
て
も
人
々
が
楽

し
く
熱
く
な
れ
る
も
の
に
そ
う
変
わ
り
は
な
い

も
の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
も
残
り
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

も
に
感
染
者
は
少
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す

が
、
二
峰
性
の
流
行
が
想
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

緩
み
そ
う
に
な
る
気
持
ち
を
引
き
締
め
て
冬
を

迎
え
る
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

松
山
　
幸
弘

社
会
医
療
法
人
帰
巖
会
理
事
長

　

骨
粗
鬆
症
は
骨
の
量
や
質
が
低
下
し
、
骨
が

脆
く
な
り
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
病
気
で
、
日

本
で
は
約
１
３
０
０
万
人
以
上
の
骨
粗
鬆
症

患
者
が
い
る
と
も
言
わ
れ
、
高
齢
者
や
閉
経
後

の
女
性
に
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
「
骨
折
」
を
し
て
も
大
き
な
後
遺
症
が
な
け

れ
ば
良
い
の
で
す
が
、
痛
み
が
残
る
の
み
な
ら

ず
、
筋
力
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
含
め
運
動
機
能
が

低
下
し
、Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
生
活
の
質
）
や
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日

常
生
活
動
作
レ
ベ
ル
）
ま
で
低
下
し
て
し
ま

う
事
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
「
運
動
」

が
で
き
な
く
な
れ
ば
、
筋
力
や
体
力
の
維
持
は

不
可
能
で
、フ
レ
イ
ル
（
＊
心
身
の
虚
弱
が
進

行
し
介
護
が
必
要
に
な
り
や
す
い
状
態
）
や

脳
卒
中/

心
筋
梗
塞
、認
知
症
や
う
つ
病
な
ど

様
々
な
疾
病
リ
ス
ク
が
上
昇
す
る
為
、
ま
ず
は

「
転
ば
な
い
」、
そ
し
て
「
転
ん
で
も
骨
折
し
に

く
い
」
身
体
作
り
や
治
療
が
必
要
で
す
。

　

骨
は
、古
い
骨
は
破
骨
細
胞
に
吸
収
さ
れ
、骨

芽
細
胞
が
作
る
新
し
い
骨
で
補
充
さ
れ
る
事

で
、骨
の
劣
化
を
防
ぎ
、骨
強
度
が
維
持
さ
れ
ま

す
が
（
＊
骨
リ
モ
デ
リ
ン
グ
）、骨
粗
鬆
症
は
骨

を
作
る
細
胞
（
骨
芽
細
胞
）
と
壊
す
細
胞
（
破

骨
細
胞
）
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
事
で
骨
量
が

低
下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
は
女

性
ホ
ル
モ
ン
や
カ
ル
シ
ウ
ム
、ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、ス
テ

ロ
イ
ド
薬
や
骨
代
謝
に
関
わ
る
病
気
、
喫
煙
や

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
に
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。

　

骨
粗
鬆
症
の
多
く
は
無
症
状
で
、
ち
ょ
っ
と

し
た
衝
撃
で
骨
折
を
し
て
し
ま
い
、
特
に
背
骨

（
脊
椎
圧
迫
骨
折
）、
手
首
（
橈
骨
遠
位
端
骨

折
）、
太
も
も
の
付
け
根
（
大
腿
骨
近
位
部
骨

折
）
等
は
高
齢
者
の
代
表
的
な
骨
折
で
、入
院

や
手
術
が
必
要
な
事
が
多
く
、骨
折
を
す
る
前

に
治
療
が
開
始
さ
れ
て
い
る
事
が
大
切
で
す
。

　

骨
粗
鬆
症
の
診
断
は
、レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
や

骨
密
度
検
査
、既
存
の
骨
折
数
等
を
参
考
に
行

わ
れ
、血
液
検
査
な
ど
も
治
療
効
果
や
他
の
疾

患
と
の
鑑
別
を
行
う
上
で
は
重
要
で
す
。

　

骨
粗
鬆
症
の
予
防
や
治
療
に
は
、
食
事
や
運

動
、
薬
物
療
法
な
ど
が
あ
り
、
食
事
は
カ
ル
シ

ウ
ム
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｋ
な
ど
含
む

食
事
を
十
分
に
摂
り
、過
度
な
飲
酒
や
喫
煙
は

控
え
、
糖
尿
病
等
の
生
活
習
慣
病
を
放
置
し
な

い
よ
う
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

運
動
は
日
光
浴
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
有

酸
素
運
動
な
ど
が
転
倒
予
防
も
含
め
有
効
で

す
。

　

そ
し
て
、
薬
物
療
法
は
骨
の
新
陳
代
謝
（
骨

リ
モ
デ
リ
ン
グ
）
を
調
整
す
る
薬
が
投
与
さ

れ
ま
す
が
、
主
に
以
下
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り

ま
す
。

◦�
骨
吸
収
を
抑
え
る
薬
（
破
骨
細
胞
の
活
動

を
抑
え
て
骨
の
量
が
減
ら
な
い
よ
う
に
す

る
）：ビ
ス
ホ
ス
ホ
ネ
ー
ト
薬
や
カ
ル
シ
ト
ニ

ン
製
剤
、
抗
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｌ
Ｅ
抗
体
（
デ
ノ
ス

マ
ブ
）、
抗
ス
ク
レ
ロ
ス
チ
ン
抗
体
（
ロ
モ
ソ

ズ
マ
ブ
＊
）
等

◦�

骨
形
成
を
促
進
す
る
薬
（
骨
芽
細
胞
の
働

き
を
高
め
て
新
し
い
骨
を
作
る
）：
副
甲
状

腺
ホ
ル
モ
ン
薬
（
テ
リ
パ
ラ
チ
ド
）、抗
ス
ク

レ
ロ
ス
チ
ン
抗
体
（
ロ
モ
ソ
ズ
マ
ブ
＊
）
等

◦�

骨
に
必
要
な
材
料
を
補
充
又
は
骨
代
謝
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
薬：
カ
ル
シ
ウ
ム
製
剤
や
ビ

タ
ミ
ン
Ｄ
製
剤
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
剤
（
Ｓ
Ｅ

Ｒ
Ｍ
）
等

　

そ
の
中
で
も
副
甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
薬
（
テ
リ

パ
ラ
チ
ド
）、抗
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｌ
Ｅ
抗
体
（
一
般
名

デ
ノ
ス
マ
ブ/

商
品
名
プ
ラ
リ
ア
）、抗
ス
ク
レ

ロ
ス
チ
ン
抗
体
（
一
般
名
ロ
モ
ソ
ズ
マ
ブ/

商

品
名
イ
ベ
ニ
テ
ィ
）
等
の
注
射
薬
は
、
こ
れ
ま

で
の
骨
粗
鬆
症
治
療
を
大
き
く
変
え
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
程
の
イ
ン
パ
ク
ト
を

与
え
て
い
ま
す
。
特
に
抗
ス
ク
レ
ロ
ス
チ
ン
抗

体
（
ロ
モ
ソ
ズ
マ
ブ
）
は
、新
薬
の
為
、長
期
使

用
に
よ
る
副
作
用
の
有
無
は
今
後
も
注
視
す

る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、
骨
吸
収
を
抑
え
、
骨

形
成
を
促
す
効
果（
＊D

ual�Effect

）が
あ
り
、

理
想
的
な
治
療
薬
と
も
言
え
ま
す
。

　

但
し
、
治
療
効
果
の
大
き
い
新
し
い
薬
は
高

額
な
も
の
が
多
く
、
費
用
対
効
果
や
患
者
側
の

背
景
も
考
慮
し
て
治
療
が
継
続
で
き
る
も
の

を
選
択
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
治
療
に
よ

り
骨
密
度
が
増
加
し
て
も
、
治
療
を
中
止
す
れ

ば
数
か
月
後
で
骨
量
低
下
が
起
こ
り
始
め
る

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
治
療
は
継
続
す
る

事
が
大
切
で
す
。
諸
事
情
で
治
療
を
中
断
し

て
し
ま
う
人
も
い
ま
す
が
、
治
療
に
は
様
々
な

選
択
肢
が
あ
る
為
、
諦
め
ず
に
相
談
し
て
欲
し

い
と
思
い
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て

骨
粗
鬆
症
に
つ
い
て

臼
杵
病
院
整
形
外
科
　
　
　

医
師
　
後
藤
　
誠
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●
骨
密
度
測
定
装
置
の
導
入

　

こ
れ
ま
で
他
院
へ
検
査
依
頼
を
行
っ
て
い

た
骨
密
度
検
査
で
す
が
、
令
和
５
年
10
月
21

日
に
骨
密
度
測
定
装
置（
富
士
フ
ィ
ル
ム
ヘ

ル
ス
ケ
ア
社
製A

LPH
Y

S LF

）を
導
入
し
、

当
院
で
骨
密
度
検
査
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
導
入
し
た
骨
密
度
測
定
装
置
で
は
、

Ｄ
Ｘ
Ａ（
デ
ク
サ
）法
と
い
う
方
法
を
用
い
て
、

腰
椎
と
大
腿
骨
近
位
部
の
２
か
所
で
測
定
す

る
こ
と
で
、
よ
り
正
確
な
検
査
結
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

●
骨
密
度
検
査
の
実
施

　

検
査
自
体
も
仰
向
け
に
寝
た
ま
ま
５
～
10

分
程
度
の
短
時
間
で
実
施
で
き
ま
す
の
で
、

楽
な
姿
勢
で
安
全
に
終
了
し
ま
す
。
こ
の
検

査
に
よ
っ
て
ご
自
身
の
骨
の
密
度
や
骨
折
危

険
度
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
加
齢
や
閉
経
、

生
活
習
慣
病
な
ど
が
原
因
で
発
症
す
る
骨
粗

し
ょ
う
症
の
発
見
に
繋
が
り
ま
す
。

●
骨
密
度
検
査
を
受
け
る
た
め
に
は

　

骨
密
度
検
査
を
受
け
る
た
め
に
は
、
以
下

２
つ
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

①
外
来
受
診
時
に
検
査
を
受
け
る

　

医
療
保
険
適
用
で
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
立
ち
上
が
る
と
き
な
ど
に
背
中

や
腰
が
痛
む
、
背
中
や
腰
が
曲
が
っ
て
く
る
、

重
い
も
の
を
持
つ
と
腰
が
痛
む
な
ど
の
症
状

が
あ
る
と
要
注
意
で
す
。
痛
み
が
つ
ら
く
て

病
院
に
行
っ
た
ら
、
す
で
に
折
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
も
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

症
状
に
心
あ
た
り
が
あ
れ
ば
、
一
度
、
検
査

を
受
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
医
療
保
険
で
の
自

己
負
担
額
は
１
割
負
担
の
方
で
４
５
０
円
、

３
割
負
担
の
方
で
１
，
３
５
０
円
と
な
り
ま

す
。
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方
は
主
治
医
ま
た

は
当
院
受
付
ま
で
ご
相
談
下
さ
い
。

②
健
康
診
断
で
検
査
を
受
け
る

　

健
康
診
断
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査
で
も
骨
密

度
検
査
を
お
申
込
み
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
希
望
さ
れ
る
方
は
当
院
の
健
康
診

断
担
当
者
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

健
康
診
断
で
の
検
査
料
金
は
３
，
８
５
０
円

と
な
り
ま
す
。

●
骨
粗
し
ょ
う
症
の
早
期
発
見･

早
期
予
防

　

骨
粗
し
ょ
う
症
の
国
内
の
患
者
は
女
性
が

約
１
０
０
０
万
人
、
男
性
が
約
３
０
０
万
人

で
合
わ
せ
て
約
１
３
０
０
万
人
い
る
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
50
歳
以
上
の
女
性
の

３
人
に
１
人
は
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
に
な
る
と

脊
椎
の
圧
迫
骨
折
や
大
腿
部

頚
部
骨
折
な
ど
の
骨
折
の
危

険
度
が
高
ま
り
ま
す
。
骨
折

を
し
て
寝
た
き
り
の
生
活
に

な
ら
な
い
よ
う
、
定
期
的
な

検
査
を
受
け
て
、
骨
粗
し
ょ
う

症
の
早
期
発
見
・
早
期
予
防
を

行
い
、
皆
様
自
身
の
健
康
寿
命

を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う
！

　（
臼
杵
病
院
事
務
長

　
脇
坂
　
健
史
）

臼
杵
病
院
で
骨
密
度
検
査
が

臼
杵
病
院
で
骨
密
度
検
査
が

　
　
　
　
　
　
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　今月は臼杵市二王座で「茶房 長
なが
屋
や
門
もん
」代表を務

める野口敦子さんを訪ねました。
　９月の午後、着物でお迎え頂きました。歴史あ
る建物を背景に美しい所作が印象的でした。
後藤家長屋門の歴史
　臼杵市二王座は「歴史の道」と言われ石畳や寺
院、武家屋敷が残り江戸情緒が漂います。その通
りに臼杵藩家老の稲葉家が建築した長屋門があり
ます。長屋を囲んだ門の左右には門番の部屋や物
置などがあったようです。
出会いのきっかけ
　野口敦子さんは臼杵で生まれ育ち学校卒業後
は、東京の芸能プロダクションで勤務してきまし
た。タレントの華やかな活動を支え継続できるよ
う生活からスケジュールまでマネジメントしてき
ました。一方、海外移住の実現に向け準備するな
か、親御さんの思いがけない怪我に直面し2005年、
臼杵へ帰郷します。時間の流れや人との距離、自
由度など都会とは違っていました。戸惑いもあり
ましたが次第に町や人に溶け込んでいきます。

茶房 長屋門の再生
　「茶房 長屋門」
は３年ほど閉鎖し
ていましたがこの
ままでは朽ちてい
きます。説明を聞
いた野口さんは引

き継ぐことを決意します。「良いものがたくさん
ある臼杵を発信したい」と、提供するメニューは
地元で作られる野菜やお菓子、茶葉等から発想し
ました。「ゆっくりと過ごしてもらいたい。」とお
もてなしの空間を大事にしました。
これから・・
　「臼杵の人や物の良さを伝えていきたい。そし
てチャレンジを続けていきたい。」
　行動力と確かな直観で人生を歩まれている野口
さん。「そのうちに・・」「次でいいか」ではなく「や
りたい、やらなきゃと思うんです。」地域の活動を
通じ野口さんの周りには人の輪が幾重にも広がっ
ています。11月上旬には「うすき竹宵」が開催さ
れます。幻想的な臼杵、そして「茶房　長屋門」
を訪ねてみてください。
　庭園と高い天井、ゆったりできる最高のおもて
なしがあなたをお待ちしています。
� （取材　帰巖会　橋本茂子）

襷 〜〜
た
す
き

た
す
き
〜〜

臼杵編

茶
房 

長
屋
門
店
主 

野
口 

敦
子 

さ
ん

File 6

人
か
ら
人
へ
襷
で
繋
が
っ
て
い
く

お店の情報 　茶房 長屋門
大分県臼杵市二王座212-5
電話：0972-63-5985
営業時間：13:00〜18:00　定休日：不定休
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■発行者／理事長 松山幸弘社会医療法人帰巖会帰巖会

ツ
ク
ツ
ク
法
師
の
鳴
き
声
も
消
え
て
よ
う

や
く
秋
に
な
っ
た
。
2
ヶ
月
に
も
わ
た
る
猛

烈
な
酷
暑
の
日
々
が
過
ぎ
、
ど
う
に
か
秋
が

来
た
。
今
年
は
あ
ま
り
の
夏
の
長
さ
、
暑
さ

に
野
菜
の
生
育
も
阻
害
さ
れ
、
ネ
ギ
の
価
格

が
高
騰
し
て
い
る
と
い
う
。
秋
の
代
表
選
手

の
松
茸
も
著
し
く
不
作
と
聞
く
。
言
う
ま
で

も
無
く
こ
れ
ら
全
て
が
地
球
温
暖
化
と
密
接

に
関
連
し
て
い
る
。
日
本
も
こ
れ
は
ま
ず
い

と
、
太
陽
光
発
電
や
ら
風
力
発
電
、
は
て
は

原
発
の
復
活
を
目
論
む
勢
力
さ
え
力
を
増
し

て
い
る
状
態
で
あ
る
。
と
り
わ
け
九
州
は
太

陽
光
発
電
が
さ
か
ん
で
あ
り
、
そ
こ
ら
中
の

山
々
の
斜
面
が
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
で
覆
わ
れ

て
い
る
こ
と
は
も
う
私
達
に
と
っ
て
も
日
常

風
景
と
な
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
地
球
温
暖
化
の
最
大
要
因
で

あ
る
C
O
2
排
出
量
の
実
に
60
％
以
上
が
ア
メ

リ
カ
、
中
国
の
2
カ
国
で
占
め
ら
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。

日
本
の
排
出
量
な
ど
は
今
更
我
が
国
が
省
エ

ネ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
傾
斜
し
た
と
こ
ろ

で
世
界
に
与
え
る
影
響
は
微
々
た
る
も
の
に

過
ぎ
な
い
。
そ
ん
な
巨
大
排
出
国
ア
メ
リ
カ

で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
紛
争
を
け
し
か
け
た
も
の

の
、
ロ
シ
ア
の
実
力
を
見
誤
り
長
期
消
耗
戦

と
な
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
紛
争
に
の
め
り
込

ん
だ
バ
イ
デ
ン
政
権
が
ピ
ン
チ
と
な
っ
て
い

て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
援
助
に
反
対
し
地
球

温
暖
化
政
策
を
全
て
無
視
す
る
姿
勢
の
ト
ラ

ン
プ
氏
が
来
年
の
大
統
領
選
挙
で
有
力
な
地

位
を
築
き
つ
つ
あ
る
と
い
う
。

ト
ラ
ン
プ
氏
の
台
頭
と
と
も
に
、
地
球
温

暖
化
対
策
の
深
刻
な
停
滞
が
再
び
危
惧
さ
れ

て
お
り
、
夏
が
苦
手
な
私
も
来
年
以
降
の
夏

は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か
と
真
面
目
に
心

配
し
て
い
る
。
と
言
っ
て
戦
争
屋
の
バ
イ
デ

ン
続
投
も
困
り
も
の
だ
が
。

こ
の
時
代
に
生
き
る
我
々
は
異
常
な
夏
の

酷
暑
の
連
発
で
世
界
情
勢
の
変
化
を
自
分
の

身
を
も
っ
て
知
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
逃

れ
よ
う
が
な
い
が
、
一
方
で
こ
こ
は
身
勝
手

な
ア
メ
リ
カ
の「
良
識
」を
信
じ
る
ほ
か
無
い

と
い
う
の
も
妙
に
癪
に
障
る
こ
と
で
は
あ
る
。

（ 

帰
巖
会
副
理
事
長　

首
藤　

治 

）

　今年は、例年より早く私たちの身近にインフルエンザの
脅威が迫ってきています。
　インフルエンザは高熱や強い倦怠感などの症状を引き起
こしますが、特に高齢者や持病をお持ちの方は、感染した
場合のリスクが高まり場合によっては生命に影響を及ぼす
場合もあります。
　そのため、帰巖会では毎年、予防接種を受けることを皆
様にお勧めしています。
　予防接種により、インフルエンザにかかるリスクを大幅に
減少させることができ、もし感染しても症状を軽減する効

果が期待できます。
　帰巖会みえ病院および臼杵病院で
接種を希望される方は、特に予約の必
要はありません。
　以下の期日中に直接病院までお越
しください。

　健康で快適な冬を過ごすために、インフルエンザ予防接
種をぜひご検討ください。
　皆様の健康を守るため、当院スタッフ一同、心よりお待ち
しております。

インフォメーションインフォメーション
information

インフルエンザ予防接種のご案内インフルエンザ予防接種のご案内

写
真
は
、
安
楽
寺
の
地
蔵
と
庚
申
塔

※�

境
内
に
は
、嘉
永
元
年（
一
八
四
八
）に
建
て
ら
れ

た
石
碑
の
文
に
、由
来
が
書
か
れ
て
い
る
。
庚
申

塔
は
文
化
十
二
年
、
寄
進
者
に
田
嶋
屋
、
油
屋
、

等
の
豪
商
の
名
が
あ
る
。
臼
杵
で
唯
一
の「
宝
形

造
り
」の
屋
根
付
き
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

十�

六
善
神
…
四
天
王
と
十
二
神
将
と
合
わ
せ
た

十
六
名
の
般
若
経
を
守
る
夜
叉
神
と
さ
れ
る

護
法
善
神

③
産
ケ
島
に
あ
っ
た
西
方
寺

　
中
須
賀
橋
の
市
浜
側
に
、小
さ
な
岩
山

が
残
さ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
臼
杵
七
島

の
一
つ
。天
文
十
七
年（
一
五
四
八
）頃
、大

友
宗
麟
が
西
方
寺
を
建
立
し
、森
島
に
移

す
ま
で
、「
大
橋
寺
」の
元
で
あ
っ
た
。こ
の

産
ケ
島
は
、
臼
杵
城
石
垣
工
事
、
新
地
埋

め
立
て
工
事
、
堀
の
石
垣
用
等
に
殆
ど
採

石
さ
れ
た
。

※�

徒
然
草
に
、高
貴
な
人
の
お
産
に
つ
い
て
の
記
述

が
あ
る
。「
御
産
・
甑
・
御
胞
衣
」と
あ
り
、
こ
の

地
域「
京
泊
」の
伝
説
と
一
致
す
る
。
随
筆
の
一
編

を
表
し
た
も
の
か
。

江
無
田 
市
浜
地
区

①
松
明
火
消
し
標
柱（
城
下
の
入
口
）

　
江
無
田
橋
の
す
ぐ
傍
ら
に
、「
松
明
消

し
の
標
柱
」が
再
現
さ
れ
て
い
る
。以
前
は

十
六
天
神
下
に
あ
っ
た
が
、
後
に
江
無
田

橋
か
ら
が
城
下
と
な
っ
た
。
夜
間
松
明
を

か
ざ
し
て
城
下
に
は
入
れ
な
か
っ
た
。
現

在
、破
壊
を
逃
れ
た
標
柱
が
市
立
図
書
館

に
移
さ
れ
て
い
る
。
臼
杵
藩
二
六
七
年
間

に
、
城
下
で
の
頻
繁
な
火
災
に
苦
慮
し

た
。
な
か
で
も
、
享
保
十
七
年（
一
七
三

二
）田
町
の
田
嶋
屋
の
出
火
で
は
、
五
四

〇
余
戸
を
焼
き
尽
く
し
た
。

②
十
六
天
神
・
安
楽
寺

　
江
戸
時
代
に
は
、江
無
田
台
地
の
裾
ま

で
波
が
打
ち
寄
せ
、
こ
の
丘
は
独
立
の
海

島
と
な
っ
て
い
て
、「
磯
島（
臼
杵
七
島
の

一
つ
）」と
呼
ば
れ
て
い
た
。名
の
由
来
は
、

村
々
の
十
六
の
天
神
社
を
こ
こ
に
祭
り

中
心
の
社
と
し
た
、
或
い
は
、
十
六
善
神

を
祭
っ
た
か
ら
と
。
慶
長
の
頃
、
菅
原
道

真
公（
天
神
様
）の
像
を
安
置
。稲
葉
知
通

は
、
こ
の
善
神
を
深
く
敬
い
、「
妙
宝
山
安

楽
寺
」を
開
か
せ
た
。日
本
唯
一
の
地
震
徐

災
の
お
寺
で
も
あ
る
。

う
す
き
の
歴
史
�
文
化
総
合
誌「
木
漏
れ
陽
」主
宰
・
元
高
校
教
諭

桑
原 

英
治

上
左
：
現
在
の
産
ヶ
島
跡

上
右
：�お
産
間
近
の
お
腹
の

よ
う
に
丸
い
形
の

　
　 

産
ケ
島

　
　（
本
多
家
館
舊
跡
の

　
　
絵
図
の
部
分
）

左
：
産
ケ
島(

西
方
寺
跡)

　 ��

●
と
、
大
橋
寺
▲
の

位
置
関
係

実施日  月曜日～土曜日の午前中
　　　 （夜間、土曜日午後および日曜祝日は対応不可です）

期　間  令和5年10月1日～令和6年1月31日
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